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1 .諸言

昨今の生物医学および健康分野の教育・

研究・臨床実践は，国・文化・言語の違い

を超えたコミュニケーションを必要とする

グローパノレな環境の中で行われている。ス

ムーズなコミュニケーションは，政策実現，

臨床ケア，共同研究，学生や関係者への新

知識の普及などを促進する。従って，

Biomedical Englishとも呼ばれるこの分野の

共通語への理解を高めることは，関係者に

とってかなりの利益になり，結果的には利

益がケアの受け手にもおよぶと考えられる。

しかし， Biomedical Englishを用いて発表

された多くの研究にもかかわらず，言語に

ついての量的研究はほとんど行われていな

い。そのため，生物医学および健康分野の

各領域における特有の言語を分析するため

のプロジェクトが開始され，この中の一研

究として，助産学・周産期ケア (Midwifery

and perinatal care :以下恥1PC)分野の言語の

特徴を明らかにすることを試みた。

多様な国籍の研究者が行う本研究におい

て言語 (Language) とは即ち「英語Jを指

す。英語を母語とする者とそうでない者と

の間で言語学習負担の大きさが異なること

は当然で，特に非アルファベット文化圏に

いる私たち日本人特有の考察も必要になる

であろう。日本の看護基礎教育における英

語教育については(口元&竹内， 2009)，教

育機関ごとにその質・量が異なっており，

専門学校と比べて大学において英語必修・

選択科巨単位数が多い。看護学生への英語

教育の目的は，一般的および医療現場での

会話能力の向上を目指す教育機関が多かっ

たが，少ないながらも「英語論文作成に関

する能力の習得」を挙げた教育機関もあり，

海外看護論文の読解や英語論文作成へのニ

ーズを認めた。圏域寺ら (2006)が 1999年

から 2003年に日本国内で刊行された雑誌

の看護系英語論文を調査したところ，英語

論文が採録誌全体に占める割合は 4~5%程

度で，多くが日本人著者によるものであっ

た。また，英語論文の掲載誌は主に紀要で，

大学で英語論文を執筆する研究者が少しず

つ増えていることを示している。しかし Ian

と谷本 (2009)が圏内看護系学会誌に掲載

される英語抄録について行った調査によれ

ば，多くの学会誌が英語のネイティブ、チェ

ックを求めているものの，ほとんどの抄録

がオンラインデータベース上に掲載されて

おらず，著者が英語抄録作成のために多く

の労力とコストをかけても内容を世界に発

信できていないことが指摘された。看護分

野における英語教育や英語の使用がこのよ

うな状況である中， 日本助産学会でも英語

論文の受付を開始し，論文を海外に発表で

きる体制となった。

本研究では，学術論文の英語に焦点を絞

ったが，これは論文が学生・教育者・研究

者・臨床家に対して新知見を発表するため

の重要な手段だからである。既に，看護:

Nursing (Budgell et al.， 2007)や保健:Public 

health (以下PH) (Millar & Budgell， 2008) 

の英語や文章構造の特徴が一般英語と異な

っていることは報告されており，これらに

2 



よると，専門用語はもちろん，文法上の慣

行や表現ノfターンでさえも異なっているこ

とが明らかになった。一般的に，生物医学

および健康分野の論文は，読みやすさの指

標が低く(つまり読みにくく)，例えば文字

数の多い単語の使用や，多くの受動態構文

を含む複雑な文章構造で特徴づけられてい

た (Millar& Budgell， 2008)。特別な英語の

使用はまた，各学問分野や専門家グループ

内の特有の文化，例えば論文編集者や読者

ですら明白に認識できないような(科学的

な意味での)バイアスをも反映していると

言われている。

ll.研究目的

本研究の目的は，一般英語や PH分野の

英語との比較によって，以下の点を行うこ

とである。

1. MPC分野の英語論文中の語葉や文章構

造の特徴を明らかにすること。

2. MPC分野における言語学習負担，特に

MPC分野にこれから入ろうとする者で

一般的な英語の知識か PH分野という

ような MPC関連分野の英語の知識し

か持つてない者にとっての学習負担を

考察すること。

3. MPC分野で特に母語が英語でない者の

言語学習負担を考察すること。

ill. 研究方法

1. コーパスの作成

MPC分野の主要学術雑誌 5誌の研究原

著論文・論説・解説・概説で用いられた英

語をもとにコーパスを作成した(表 1)。コ

ーパスの和訳は「言語資料(松田， 2007) J 

であり，言語的な特別な基準により選ばれ

並べ替えられた言葉の集まりで，対象分野

の文献の代表的言語サンプノレとして様々な

目的に使用される (McEneryet a1.， 2006)。

これら 5誌を選んだのは，電子フォームで

の入手が可能で(コンビューター処理のた

め)， MPC分野のものであり，インパクト

ファクターが付与されていたことによる。

MPC分野のコーパス(以下MPCコーパス)

は，看護やPH分野のコーパス分析と同様，

2005年刊行の英語雑誌によって作成され

た。表 1には，各雑誌から抽出された延べ

語数 (Tokens:言語学の専門用語で総語葉

数のこと)，異なり語数(司rpes:異なる語

葉の数で同一語葉が何回現れても 1とカウ

ントされる)を示した。 Midwiferyのみが

イギリスの雑誌で，それ以外の 4誌はアメ

リカ刊行のもので、あった。

2. コーパスの比較

まず，対象論文を XML ( Extensive 

Markup Language)文書として保存し，ソ

フトウェア WordSmith 5.0 (Oxford 

U niversity Press， Oxford)を用いて MPC

コーパスを 2つの参照コーパスと比較した。

一般英語のコーパスと， PH分野のコーパ

ス (Millar& BudgeU， 2008)である。一般

英語のコーパスは theAmerican National 

Corpus (Linguistic Data Consortium， 

Philadelphia)の2次的コーパスで， 2002 

年刊行の NewYork Timesで用いられた延

べ語数 3，625，687から成るコーパスである

(以下 NYTコーパス)0PH分野のコーパ

スは 2005年刊行の英語主要学術雑誌 4誌

で用いられた延べ語数 1，921，278，異なり語

数 47，678からなるコーパスで，以下PHコ

ーパスとする。

3. キーワードの抽出
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本研究では学習者の前に立ちはだかる専

門的語葉の抽出を目指すため， NYTコーパ

スや PHコーパスと比較する前にストップ

リスト (vanRijsbergen， 1979)と呼ばれる

機能語(前置詞，代名詞，冠詞)を除外し

た。また， MPCコーパスにおいて関値 10

を設定し，出現回数が 10回以下の語葉を言

語学習負担にほとんど影響がない稀出語と

して分析から外した O これは，総語葉

1，011，870語中 10回(1011，011，870)，つま

り約 10万語に 1回 (11100，000) より少し

多い頻度ということになる。

続いて， 2つの参照コーパスとの比較に

より MPCコーパスのキーワードを抽出し

た。コーパス言語学でキーワードとは，大

きな参照コーパスと比較した際に当該コー

パスで偶然として期待されるよりも有意に

多く出現する語のことを言う (Bakeretal吋

2006)。異なり語(苛pe)が参照コーパス

と比べて MPCコーパスの中でどの程度有

意に現れるかを示すキーネス (Keyness)

は，対数尤度で計算される。これはカイ二

乗検定に似た統計で， 2つのデータセット

について観察された値と期待される値を比

較するが正規分布であることは仮定しない

(Dunning， 1993)。慣例的に，闇値 15.13

を MPCコーパス中に異なり語が有意に多

く現れる回数とした (Raysonet a1.， 200)。

さらにキーワードのばらつきを，異なり

語が対象 5誌のうち何誌に，また全 312論

文中いくつの論文に有意に現れたかで、示し

た。この分析を行ったのは，たった 1本か

数本の論文中にかなり出現した語が全コー

パス中で代表的な語とされたとしても，当

該分野で重要な語とは言えなし、かもしれな

し1からである。 MPCコーパスのから例を挙

;アると， SARS (Severe Acute Respiratory 

Syndrome:重症急性呼吸器症候群)とし、う

語葉が有意に出現し(出現 133回，キーネ

ス 389.3)，特に重要な語葉であると思われ

た。しかし，この語葉は 2002年には全く用

いられておらず NYTコーパス中にはなか

った。しかも， SARSとしづ語集 133回全

てが 1雑誌の 1論文でのみ用いられていた

ため， MPC分野全体で代表的な語葉でない

ことは明らかである。そのため，異なり語

が全コーパスをどれくらい広くカバーして

いるかという「ばらつき」の概念は，異な

り語が当該分野中でいかに重要な語かとい

うことを示す上で重要である。

キーワードは，以下の 2つの外部単語リ

ストに分類された。 1つ目は General

Service List 以下 GSL)で，英語の最も

一般的な 2，000の単語家族 (wordfamily) 

から成り (West，1953)， 2つ目は Academic

Word List (以下A机)で，学術分野の約

570の単語家族から成る (Coxhead2000)。

単語家族とは 1つの語源から派生した語葉

のグループで，例えば woman，women， 

women's一家族となる。 GSLにも AViなJに

も現れなかった語葉は， Off-listに分類した。

4. キーフレーズの抽出

キーワードに加え，総、語葉の中から頻出

フレーズ(連語 3から 7) を抽出した。

5. 読みやすさ指標の計算

5誌それぞれから 10，000語の語葉サンプ

ルを抽出し， MS Word 2008 V12.1.0 

(Microsoft Corporation)の統計機能を用

いで読みやすさ指標を計算した。これらの

サンプρルは，各雑誌の 1番目の論文から始

まり 10，000語目の単語を含む文章までを

とったもので，ランダムサンプリングとは
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言えないが， 5誌とも同条件で抽出した。

文章の相対的な読みやすさを計算する式

はいくつかあり，単語や文章の長さに基づ

くものが多い。本研究で用いた指標は，1)1

文あたりの平均単語数， 2) 1語あたりの平

均文字数， 3)受動態文の割合， 4) Flesch 

Reading Ease (1文あたりの単語数， 1単

語あたりの音節数 1単語あたりの文字数

によって計算したもの) (Flesch， 1948)で

ある。1)2) 3)のスコアが低いほど， 4)のス

コアが高いほど文章が読みやすいとされる。

6. 論文タイトルのキーワード・キーフレ

ーズの抽出

対象論文のタイトノレの英語のみを取り上

げ， NYTコーパスと比較して有意に出現す

る語を抽出した。また，フレーズ(連語 2

から 5) も抽出した。

ill.結果

1. 一般英語との比較におけるキーワ

ード

NYTコーパスとの比較の結果， MPCコ

ーパス中より 3，590語がこの分野で有意に

出現する語として抽出された。つまりこれ

ら3，590語は，一般英語中の広がりから期

待される頻度よりも MPC分野で多く出現

する語である。その後，約 10万語に 1回以

下しか現れない異なり語を除き，抽出語は

3，124まで減少した。また 5誌中 1誌のみ

にしか現れない異なり語を除いて抽出語は

1，669に，さらに 5%以下の論文 (312論文

中 15論文以下)にしか現れない語を除き，

最終的に 1，108語を抽出した(図1)。こう

して抽出された語をコアワード (Core

words) とする。

これらのコアワードのうち 335語が頻出

一般英語の上位 1000語の中に，さらに 141

語が上位 2000語の中にあり，合計 476語

が GSLに分類された。コアワードのうち

390語は AWLの単語家族中にあり，残り

242語は GSLにも AWLにも属さないため

O宜~li叫に分類された。表 2 は， MPC分野

で有意に出現するコアワードの上位 30語

をGSL.AWL. Off-list別に示したもので，

語藁は出現頻度 (Frequency) の高い順か

ら並んでいる。既述のように，表 2のキー

ネス (Keyness)は抽出された単語が一般

英語と比べて MPCコーパス中で有意に多

く現れるかを示し，値が高いほど有意性が

強い。ぱらつき (Dispersion)は， 312論

文中いくつの論文に，また 5誌中いくつの

雑誌に当該単語が有意に出現したかを示し

ている。全キーワードは，ウェプサイト

副知:llbmhlimruistics.orfZ/ioomla2IlanfZua

ge"of胸midwifervに掲載されている。

図2は， GSL .AWLの語に Off-listの語

を加えることで MPCコーパスの全語葉を

どれくらいカバーできるかを示している。

コンビュータ一分析によると， GSLとAWL

の単語だけでMPCコーパスの85.55%の単

語をカバーする。これらに Off-listの単語

で出現回数上位 1000， 2000， 3000に含

まれる語を追加すると，それぞれ94.84%，

96.40%，97.23%のMPC分野の語葉をカバ

ーできる。つまり，もし GSLの単語家族

2000語， AWLの単語家族 570に加えて，

3000のOff-list語を知っていれば，本研究

のサンプルである MPC分野の文献中

97.23%の語を読めることになる。 MPCコ

ーパスの語葉 100%をカバーするには，

Off-list語を 17，148も習得する必要がある。

一方， Off-listコアワード 242語は，一般英
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語と比べて MPCコーパスで統計学的に有

意に多く出現する語であり，これらを GSL

とAWLに追加することによってMPCコー

パスの全語葉の 89.96%をカバーできるこ

とが示された。

MPC分野のコアワードは，母親，子ども，

ケア提供者と，これら三者の関わり合いに

関する語が多く含まれるという特徴を示し

た。上位 100のキーワード中，解剖学的な

語は 1語のみ (#51breast :胸)，病状を示

す語は 3語のみ (#14pain :痛み， #55 

depression :抑うつ， #94 stress :ストレス)

で、あった。キーワードはまた，専門分野ご

との用語の質的な違いも明らかにした。

MPC分野の論文は，ケアの包括的，社会的，

情緒的側面に関する語が多く，例えば

family(家族)， bonding(密接な結び付き)， 

島elings(感情)， anxiety (不安)， quiet (静

かな・穏やかな)， relaxation (くつろぎ，

緊張などの緩和)， experience (経験)とい

う語を認めた。

2. PH分野の英語との比較によるキー

ワード

PH分野のコーパスと比較した結果，

MPCコーパス中で有意に多く現れる語と

して異なり語 1，841が抽出された。 10万語

に 1回以下の頻度で出現する語を除去した

結果， 1，722語となった。また 5誌中 1誌

にしか現れなかった語を削除してキーワー

ドは 770語に絞られ，さらに全論文中 5%

以下の論文にしか現れない語を除外した結

果， 410語のキーワードが抽出された。そ

のうち， 205語が GSL，80語が AWL，125 

語が Off-listに分類された(図1)0 PH分

野のコーパスと比べて MPC分野で有意に

多く現れなかった語(ネガティブ・キーワ

ード)は，論理，理由・根拠，科学的手法

に強く関連したもので，例えば， subject (対

象)， costs (費用)， data (データ)， statistical 

(統計学的な)， control (対照)， results (結

果)という語で、あった。このことは， Hunter 

(2006)が助産学は「看護者とケアの対象

のそれぞれの出会いの唯一性を重んじる科

学である。Jと言及した見解と一致した。

3. キーフレーズ

MPCコーパスの中で 5回以上出現した

フレーズをカウントしたところ， 7フレー

ズが 91セット， 6フレーズが 255セット，

5フレーズが 891セット， 4フレーズが

3，559セット， 3フレーズが 12，829セット

抽出された。表 3には，出現回数の上位 5

つのフレーズとフレーズが現れた論文数を

示している。フレーズの内容を見ると，研

究目的・方法を示す表現や，英語圏(特に

アメリカ)の MPC関連団体や機関の名称

が認められた。

4. 読みやすさ指標

表4は， 5誌それぞれから抽出した 10，000

語のサンプルについて，読みやすさ指標を

計算した結果である。 1文あたりの平均単

語数は 22.4::t1.6， 1単語あたりの平均文字

数は 5.4::t0.2であった。 FleschReading 

Ease指標は 30.7土5であった。受動態構文

の使用は文章の複雑さに関係し，本研究の

サンプル文章の 29.4%::t6%が受動態であ

った。 5雑誌中， Journal ofMidwifery and 

Women's Healthが最も「読みやすしリと

いう結果を得た。

5. 論文タイトノレのキーワード・キーフ

レーズ

MPC分野の論文のタイトノレに用いられ

た英語のみを抽出したところ，総語葉数
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3，260，異なり語数 1130で、あった。これら

を NYTコーパスと比較したところ， MPC 

分野で有意に出現するキーワードは 96で，

このうち機能語9つを除去して最終的に87

語となった。表 5には，これら 87語をキー

ネスの順に示した。キーワードの中には，

perineal (#41 :会陰の)， vaginal (#53 : 

臆の)， cervical (子宮頚管部の)， 

resuscitation (#66 :蘇生)， kangaroo (#78: 

カンガルー)など，解剖学的用語や新生児

ケアについての特殊な語を認、めた。また，

表 6には 2連語から 5連語のキーフレーズ

を示した。キーフレーズの中には，アメリ

カ の職能団体名のほか randomized

controlled trialや evidence-basedpractice 

を多く認めた。

N.考察

本研究では， MPC分野の英語学術論文を

代表的サンプルとして，この分野の英語の

語葉および文章構造の特徴を分析した。一

般英語 (NYTコーパス)との比較により，

MPC分野に新しく入る者にとって重要な

言語学習負担となるコアワードを抽出した。

また一部 PHコーパスとの比較結果を示し

た。 5誌のサンプノレ文章から読みやすさ指

標も計算した。

MPCコーパスと外部単語リストとの比

較は， MPC分野の語葉へのアクセス度を示

した。本研究では外部単語リストとして

GSL (英語の最も一般的な 2，000語の単語

家族)と AWL(学術分野で用いられる 570

語の単語家族)を用いており， GSL中のキ

ーワードは一般英語を頻繁に使うことによ

って自然に学べ (Chung& Nation， 2004) ， 

同様に AWL中のキーワードは，学術論文

に広くあたることによって習得しやすくな

る。しかし， GSL.AWLの語の中でも MPC

分野の特別な意味・ニュアンスをもっ語に

は注意が必要である。 GSLキーワードの例

としては，failure (一般的には失敗， MPC 

分野では interruptedlabor :流早産)， 

deli・ve.zy (一般的には配達， MPC分野で

は thechildbirth :分娩)があった。 AWL

キーワードの例としては，formula 一般

的には計算式・式・決まり文句， MPC分野

では milksubstitute :母乳の代用物・粉ミ

ノレク)， labor (一般的には労働， MPC分

野では theprocess of childbirth :出産のプ

ロセス)が挙げられた。これらの語の意味

は辞書の最初の方に現れないため，特に英

語が母語でない者は意味を覚え使い慣れる

ことが必要である。

GSLから AWLへ，さらに Off-listへと

続く語葉全体の連続性にもかかわらず，一

般英語と専門分野の英語との間には違いが

あり， Off-list語は特に専門的で特別な勉強

なしでは習得しにくいと考えられた。従っ

てO畳listの単語，例えばpostpartum(産

後の)， antenatal (産前の)， gesta tional 

(妊娠の)，申'isiotomy(会陰切開)， 

analgesia (無痛)などは，この分野に入る

者にとって最も大変な言語学習負担になる

と考えられた。

コアワード抽出のために用いた基準は，

出現頻度 10万語に 1回以上と，ぱらつきと

して全論文中 5%以上の論文に出現し， 5誌

中 2誌以上に出現することで、あった。これ

らは任意に設定されたが，先行研究との比

較を行えるという点で有効である (Budgell

et a1， 2007; Millar & Budgell， 2008)。類

似点がある分野，例えば PH分野での知識
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があれば MPC分野での言語学習負担は小

さいとも考えられる。現時点では看護分野

のコーパスとの比較分析は行っていない。

本研究はまた，一般英語を理解できるレ

ベルの英語力で、 MPC分野の英語を理解す

るために必要な語葉数についても言及した。

広範囲にわたる一般英語を流暢に読み，知

らない語葉の意味を推測するためには，論

文中の 95%の語葉を理解する必要があると

推定されており，このことは約 15，000の異

なり語の習得が必要ということを示す

(Hirsh & Nation， 1992; Laufer， 1992)。

しかし， MPC分野の英語の 95%をカバー

するためには， GSL の単語家族 2，000，~羽屯

の単語家族 570と， Off-list語の知識があれ

ばよいことになる。出現頻度上位 1，000の

Off-list語を加えると MPCコーパス中の語

棄の 94.8%の語をカバーで、きるため，これ

は一般英語を流暢に読むために必要な語葉

の関値 (95%) とほぼ一致する。その後，

さらに 1000語の Off-listキーワードを加え

たとしても，これらの語はあまり出現しな

いため，ただ単語力が向上するだけと考え

られる(図 2参照)0GSL.AWLの語葉と，

242の Off-listコアワードを合わせること

によって， MPCコーパス中の全論文の

89.9%はカバーで、きるようになる。242のコ

アワードは，統計学的に有意に多く出現し

広く分散しているため，この分野の英語を

理解できるようになるためには，まずこの

242語に焦点を当てて勉強する方が焦点を

絞らないアプローチよりかなり効果的であ

ると考えられた。

英語を流暢に操ることは，単に細々の語

葉に対する知識があればよいだけでなく，

語葉が意味のある表現となるためにどのよ

うに繋がっているかを理解することも重要

である (Nation，2001) 0 本研究で抽出した

フレーズは，英語学習者や教師にとっては

必ずおさえるべき意味のある典型的表現で，

特に MPC分野に関連する組織の名前や，

研究の方法に関する表現を含んで、いた(表

3)0本研究対象の雑誌は英米系のものであ

るため，特に英語を母語としない外国人と

しての日本人は，頻出フレーズの意味を十

分に理解しておく必要がある。例えば，ア

メリカ看護師助産師協会 (TheAmerican 

College of Nurse Midwives: ACNM)の表

現に用いられる collegeを「大学」と訳すと

誤解が生じ，アメリカ疾病予防管理センタ

ー (TheCenters for Disease Prevention 

and Control: CDC)がどのような機関かを

理解しておくことは文章の理解に有効であ

る。研究目的や方法を示すフレーズを知っ

ておくことは，論文を書く上でも役立つ。

MPC分野の論文タイトノレの英語は，人々

が最もよく自にする語葉である。文検索の

際，抄録も読まずにタイトルだ、けで、関心の

ある文献かどうかを判断することもあるた

め，タイトルに用いられている英語を理解

することは重要である。これらは，全MPC

コーパスのキーワードとして抽出された語

を習得することによってほぼカバーされる

が，解剖学的な語葉や新生児ケアの語葉の

出 現 が 特 徴 的 で あ っ た O また，

evidence-based practiceや randomized

controlled trialとしづ用語から，臨床実践

で求められるエピデンスを検証する論文や，

ランダム化比較試験を行う研究があること

も示唆され， MPC分野がより科学的な学問

として発展しようとする姿もうかがえた。

このように，論文で取り上げられているト
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ピックやそのトレンドを知る上でも，コ一 本研究の結果を受けて普段から GSLや

パス分析を活用できると考えられた。 AWLの語に意識的に接する努力をすると

英語文献の読みやすさに関しては，一般

英語と比べて MPC分野の英語には文字数

の多い語 (1単語あたり 5.4::t2文字)や語

葉数の多い文章(1文あたり 22.4::t1.6語)

が含まれていた(表 4)0 Flesch Reading 

Ease指数が Oから 30の英語の場合，これ

を読むにはアメリカの大学卒業程度のレベ

ルの英語力が必要と言われており (Flesch，

1948)， Flesch Reading Ease指数が 30.7

である MPC分野の英語を読むにはこのレ

ベルの英語力が必要であることが示唆され

た。 FleschReading Easeが23.2で、あった

PH分野の英語文献よりは，いくらか読み

やすいことが分かつた (Millar& Budgell， 

2008)。アメリカの大学卒業程度の英語能力

を具体的に示すのは難しいが，参考として，

外国人がアメリカの大学院に入学を希望す

る場合(大学卒業レベルの学力がある場合)

に求められる TOEFL ((Test ofEnglish as 

a Foreign Language))のスコアの一例は，

600 (Paper based test) ， 250 (Computer 

based test) ， 84 (Internet based test)で

あり，結構高い (BostonU niversity School 

ofArts 2010)。

受動態構文の多さは読みにくさに関係し，

当該分野の文章中 29.4:土6%が受動態で，こ

れは PH分野の文章 (26.0土4%が受動態)

よりやや高い割合を示した (M坦ar2008)。

受動態での間接的言い回しが必要であった

り，能動態による直接的な表現が適切でな

かったりする場合もあると思われるが，こ

れについての質的分析は今後の課題である。

最後に，英語が母国語でない者は特に語

葉力数を増やすための努力が必要であるが，

ともに，助産師教育の最初の時点でコアワ

ードやキーフレーズの学習を取り入れるな

どの工夫が必要であろう。論文を読み内容

を理解するための訓練としては， 5誌のう

ち最も読みやすいとされた Journalof 

Midwifery and Women's Hea1thの論文を

用いることが適切であると示唆された。

v.まとめ

MPC分野の英語は，一般英語とは異なる

特徴があり， PH分野との共通点がある分

野ながら，出現頻度が有意に異なる語葉も

あった。 MPC分野の英語には，特徴的なキ

ーワードとフレーズがあり，これらの語は，

母親・子ども・ケア提供者間の関わり合い，

出産のプロセス，包括的ケアの重要性に関

する意味をもつものが多く認められた。身

体や病状を示す言葉はあまり抽出されなか

った。

保健医療分野において医療従事者の国家

間移動を含む教育，研究，臨床実践におけ

るグローパル化が進んで、いる中， MPC分野

の英語は焦点を絞って学習することによっ

て比較的習得しやすくなると考えられた。

つまり，一般英語とは別の学習方法によっ

てアプローチする必要があり，当該分野の

コアワードにフォーカスした英語学習プロ

グラムを構築することによって，関係者，

特に母語が英語でない者にとっての言語学

習負担を軽減させることができると考えら

れた。

今後の課題としては，本研究結果を用い

て助産師や助産師学生の実際の言語学習負

担の軽減について実証していくことが挙げ
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られる。また，本コーパス分析と 5年後， 香川大学看護学雑誌， 13(1)， 33・41.

10年後の MPCコーパス分析を比較するこ

とによって，この分野で重要な語葉やトピ Baker， P. Hardie， A. McEneη; T. (2006). A 

ツクの変化を言語学的見地から把握するこ glossary of corpus linguistics， Edinburgh: 

とも可能であると考えられた。 EdinburghU niversity Press. 

追記 Boston University School of Arts. (2010). 

www.bu.edu/artsadminladmissions/toefl 

本研究の一部は，第 24四日本助産学会学 笠盟堕笠(Accessedon March 17， 2010) 

術集会(つくば市)で発表した。

また，本報告書の末尾に「資料 :MPC分 Budgell， B. Miyazaki， M. O'Brien， M. et 

野の英語の学習のために」を添付し，本研 aL (2007). Developing a corpus of the 

究について掲載したウェブサイトや，本文 nursing literature: a pilot study， Japan 

では紹介しなかった頻出動詞(過去分詞 JournalofNursing Science， 4， 21・25.

や品詞別(副詞・形容調)キーワードリス

トを紹介しているので， MPC分野の英語力 Chung， TM. Nation， P. (2004). Identifying 

向上のために活用されたい。 technicalvocabulary， System: Intl J Educ 

Technol Appl Lin伊lIst，32， 251-263. 
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表3M陀コーパスからのキーフレーズの抽出

7官rams Freq. Texts 

the purpose of this study was to 35 28 
the America n college of obstetricians a nd gynecologists 32 26 
the purpose of this article is to 30 29 
thecenters for diseasecontrol and prevention 18 14 
between the a量esof#and# 16 13 

6官rams Freq. Texts 

theAmerican collegeof nurse midwives 85 37 
theAmerican college of nurse midwifery 36 7 
department of health and human services 29 21 
there were no significant differences in 19 11 
the fi rst# months of Ii fe 18 8 

5・.grams Freq. Texts 

# P less than # 134 39 
ra nged from # to # 82 38 
betw目 n#and#weeks 43 25 
the fi ndi ngs of thi s study 37 23 
the second stage of labor 34 8 

4-grams Freq. Texts 

in the United 5tates 332 131 
at the ti me of 137 75 
#to #weeks 111 47 
on the basis of 102 61 
at#weeks postpartum 93 10 
3聞grams Freq. Texts 

as well as 379 174 
theuseof 369 140 
in this study 340 110 
health care providers 230 91 
intable# 228 107 

*#は数字を示す

本Texts:フレーズが現れた論文の数

表4譲みやすさ指標のスコア

Journal Wo油 {Sentence Characte吋Word Passive Flesch Reading Ease 

Birth 23，7 5，5 30% 25，8 
J MidwiferyWomens Health 19，9 5，1 19% 36，7 
J Obstet Gynecol Neonata I Nurs 23，7 5，3 34% 33，5 
J Perinat Neonatal Nurs 21，8 5，5 29% 26，7 
Midwifery 22，9 5，5 35% 30，6 
Mean (5.0.) 22.4 (1.6) 5.4 (.2) 29.4%(6%) 30.7 (5) 
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表5 NYTコーパスと比較して有意に出現する論文タイトルの英語の抽出

N Key word Freq. Keyness N Key word Freq. Keyness 

WOMEN 62 342.86 45 NURSING 7 49.40 

2 MIDWlFERY 24 33之99 46 MIDWlFE 4 47.84 

3 MI臥IVrVES 19 255.65 47 FEEDING 6 47.40 

4 CARE 41 236.71 48 RESOURCES 9 47.30 

5 陀悶NATAL 17 235.83 49 SAFETY 10 45.65 

6 PREGNANCY 23 235.60 50 ADOLESCENTS 4 42.03 

7 BIRTH 27 227.49 51 LABOR 9 41.69 

8 p(コS1下怜RTUM 15 200.60 52 LABοUR 3 41.61 

9 CESARJ巳AN 10 138.71 53 VAGINAL 5 41.33 

1 0 CHILDBIRTH 11 138ー04 54 CLlNICAL 6 37.88 

11 BREASTFEEDING 10 132.00 55 COMATENCIES 3 37.11 

12 HEALTH 29 131.27 56 IN"丁目弓VENilONS 4 36.43 

13 N区コNATAL 10 124.67 57 GENETIC 6 36.10 

14 MATERNAL 11 122.10 58 RESEARCH 11 35.95 

15 CHILDBEARING 9 118.33 59 ETHICAL 5 34.37 

16 PRACTICE 20 116.77 60 EV ALUA ilON 4 34.26 

17 INFANT 12 112.54 61 CERVICAL 3 32.05 

18 NURSE 12 106.50 62 NUTRITION 4 31.96 

19 EXPERIENCES 12 98.00 63 ACUTE 4 31.96 

20 OBSTETRIC 7 91.06 64 CONTROLLED 6 31.41 

21 INFANTS 9 90.49 65 EVID悶 CE 8 31.18 

22 NB八IBοRJN 8 88.79 66 RESUSCITA ilON 3 31.03 

23 PRJETERJM 6 83.22 67 IMPROVING 5 31.00 

24 PRENA TAL 7 80目80 68 METHOD 5 30目13

25 SUPPORT 18 77.85 69 INTERVENilON 4 29.97 

26 STUDY 17 73.18 70 SURV日 6 29.81 

27 円入TIENT 11 70.73 71 TRIAL 8 29.70 

28 AコSTNATAL 5 69.34 72 円l¥IN 6 29.58 

29 ANTENATAL 5 69.34 73 SKIN 6 29.46 

30 SCRJEENING 10 68.91 74 REPRODUCilVE 4 28.94 

31 MO芥五RS 9 66.90 75 PR日MTURE 4 28.74 

32 SOCIAL 13 66.35 76 EFFECτS 6 28.42 

33 WOMEN'S 12 64.71 77 円司EVALENCE 3 28.13 

34 NURSES 8 63.66 78 KANGAROO 3 28.13 

35 OU下。OMES 6 63.04 79 HOSPlTAL 7 27.81 

36 RANDOMIZED 6 62.07 80 UPDA TE 4 27.52 

37 IMPLICA ilONS 7 58.95 81 PRACilCES 6 27.51 

38 PREGNANT 8 58.08 82 DISPARITIES 3 27.08 

39 MATERNITY 6 57.46 83 A TilTUDES 4 26.61 

40 SYNDROME 6 56.26 84 INDUCilON 3 25.79 

41 PERINEAL 4 55.47 85 PERCEPTIONS 3 25.41 

42 DELNERY 8 55.22 86 BREAST 5 25.27 

43 DEPRESSION 8 50.72 87 ASSESSMENT 4 24.27 

44 FACTORS 8 50.72 

脅同一単語家族のものをまとめていない。
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資料3: 頻出動詞(過去分詞形)

出現頻度順の動詞の過去分調形。受動態になったり、形容詞的用法になったりするため、文章の

意味を理解する上で重要な語葉である。特に日本人の学習のために上位 50語をリストアップした。

Verb: Verb: F 
past participle Freq. past participle ....req 

1 used 812 26 offered 114 
2 associated 342 27 determined 109 
3 found 308 28 presented 109 
4∞nducted 278 29 born 107 
5∞nsidered 274 30 noted 106 
6 given 258 31 taken 105 
7 asked 255 32 done 102 
8 made 239 33 established 101 
9 needed 221 34 measured 100 
10 related 219 351imited 100 
刊 repo仕出 217 36 recruited 92 
12 provided 207 37 en∞ur，司ed 91 
13 based 203 38 recommended 90 
14 identi官ed 202 39 informed 90 
150btained 176 40 diagnosed 89 
16 seen 175 41 assessed 87 
17 performed 163 42 examined 85 
18 described 158 43 support凶 84 
19 known 156 440bserved 84 
20 developed 143 45∞mpared 82 
21 required 142 46 tested 81 
22 included 142 47 address剖 79 
23 shown 133 48 discuss剖 79 
24 de'官ned 133 49， designed 78 
25∞lIected 131 50 excluded 78 

資料4:副詞・形容詞

キーワードの中には名詞が目立つが、日本人の品詞別学習のため特に副詞・形容詞のキーワード

をリストアップした。

Adverb Freq. Adjective Freq. 

1 CLEARLY 146 1 P05TPARTUM 1475 
2 GB唱目恕~LLY 138 2円司区3NANT 815 
3 FURTHERMORE 134 35同記:IFIC 498 
4 DlRECTLY 108 4間丁目灯臥L 431 
5 REGULARLY 53 5 VAGINAL 423 
6楓 INLY 51 6AN1主NATAL 401 
7 RANDOMLY 50 7EMコ官ONAL 355 
8 CORR区ゴTLY 49 8 P05TNATAL 349 
9回It1OTIONALL Y 47 9 AFRI臥 N 278 
10 CONS区:lUENTLY 33 10 tANTAL 226 

刊 GESTATIONAL 216 
12 D目的GRA聞む 211 
13 ACTlVE 199 
14 INTRA PARTUM 179 
155PONTAN医)U5 179 
16 PSYCI-むLOGICAL 173 
17 5UCC涯'S5FUL 158 
18 RURAL 139 
19 R日ー巴IANT 138 
20 FLUID 126 
21 C日刊FIED 118 
22同:YCHOSOC臥L 117 
23 ACUTE 114 
24 VULN日予~BLE 111 
250NGOING 111 

資料:3 


